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気仙沼市立病院

去る令和元年11月13日（水）気仙沼プラザホテルにて８１名の参加を頂きました。昨年度の連携室活動報

告と、横田院長より 『医療機能の分担と選定療養費について』と題して、当院の果たす役割と目指す医療に

ついて講演を行い、地域医療連携室の業務拡充と患者支援センター構想を提言しました。開業医の先生方

をはじめ福祉・介護関係者の皆様と職種を超えた交流のひとときを過ごす事が出来ました。

ケアマネジャー等関係スタッフの方々には、早期に

患者情報の提供や介護認定調査等に来院頂き、情報

共有がよりスムーズとなり、早期に支援体制が整い

やすくなりました。感謝申し上げます。

●支援患者転帰先

退院支援活動報告 （2019.4月～12月）

室 長 挨 拶
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2018年度 2019年4月～12月

新メンバーの紹介

●市民公開講座(当院主催)：

テーマ：「正しいがん情報の見分け方」

講師：勝俣 範之氏

（日本医科大学武蔵野小杉病院

腫瘍内科教授、部長）

日時：令和2年２月22日（土）

18：00～19：30

会場：気仙沼プラザホテル

●バイオリンコンサート：

奏者：（バイオリン）鹿島 静氏、

(キーボード）佐藤 達哉氏

日時：令和2年２月14日（金）

14：00～15：00

会場：当院うみねこモール

（1階外来ホール)

貴重な機会ですので、是非ご参加お待ちしております！イベント・講演会のご案内

解答：12箇所

ご参加ありがとう

ございました。

あけましておめでとうございます.

令和となり、初めての年明けを迎え、各医療機関の皆様におかれましては、益々ご活躍のこととお慶

び申し上げます。

昨年は、国内各地で多くの災害が発生し、県内でも甚大な被害に見舞われたことや、高齢ドライ

バーによる事故報道など暗いニュースが続きましたが、一方で、皇位継承に伴う新しい時代の到来

は、数少ない明るいニュースの一つではなかったかと思います。また、女子ゴルフでの海外メジャー優

勝やラグビーワールドカップの成功は、大きな感動と勇気を与えました。

さて、我々を取り巻く医療に目を向けますと、昨年９月に厚労省が突然 424施設にも上る公的病院

の統廃合を含めた再編を提言し、医療現場に大きな衝撃を与えたことは記憶に新しいところです。

また、当院においては、新年度より紹介状のない患者さんに「選定療養費」の徴収を

スタート予定です。市民懇談会での説明や議会・新聞等でも複数回報道されました

が、開始に当たっては、多くの混乱が想定されます。これも含めまして、地域の医療

関係機関の皆様とのますますの連携とご協力を賜りますよう、本年も引き続きよろし

くお願い申し上げます。

“伊藤芳美”さん ：入職18年めの看護師です。

外科・内科病棟経験を経て、昨年12月から異動となりました。地連業務に携わり早１ヶ月が過ぎ、多くの

方々との繋がりを実感しています。より良い関係を築けるよう頑張ります。 ご指導、よろしくお願いします。
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入院3日以内の介入数

３西 ４東 ４西 ５東

５西 ６東 割合

「退院支援加算１」

導入に向け試行開始

地域医療連携室長 星 達也

〈昨年度との比較〉

“病棟訪問の時間帯”に関するお願い

今後も様々なケースのご相談をさせていただく事と思います

が、顔の見える関係作りを大切にして、“連携の輪”を広げてい

きたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

１．転帰先を前年度と比較すると、転院が8％減少し自宅退

院が7％増加して、当院回リハ病棟の増床(20床→30床)に

伴い入棟者が4％増え、施設入所が3％減少しています。

２．入院３日以内の介入数が倍増した理由は、９月から「入退

院支援加算１」体制の試行を開始し、入院時スクリーニング

にて要支援者の早期抽出を行い、家族の意向確認や情報

共有を図って、早期に退院調整に取り組んでいるためです。

（今年度中に、全病棟の試行を予定しています。）

３．自宅退院率が亢進した理由としては、経済面で施設入所

が厳しくなってきていることや、遠方の家族との同居ケースも

見られるようになったこと。また、入院直後からADLを低化さ

せないためのケア努力（抑制の見直し、早期離床、早期リハ

導入等）が挙げられます。更に、関係機関様からの空床状況

などの施設情報を随時頂くことで、早期に柔軟な調整がしや

すくなったと考えます。

４．ケアマネジャーから入院前情報を早期に提供して頂けるよ

うになり、リハ見学やカンファレンス等の他職種での意見交換

は、患者様のQOLを尊重した支援計画立案と連携強化に役

立っており、スタッフの退院支援に対する意識の向上につな

がっています。

つきましては、午前中は回診や処置・入院受入等

で対応出来ない事が多々ありますので、誠に申し訳

ありませんが、原則 平日午後の時間帯の訪問
(面会)に、ご協力をお願いいたします。


